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1ミ シ ェ ル ・フ ー コ ーの 思想 は様 々 な 観点 から 考察 さ れ てき た。 紋切 型 の
解 釈 は断 絶説 があ る。断 絶 説 と はフ ー コー の試 みを 三分 割し、『 狂 気の 歴史 』
( 1 9 6 1 )から『 知の 考 古 学 』 ( 1 9 6 9 )までの 知に つい ての 探 求 を前 期と し、『 監
獄 の 誕生』( 1 9 7 5 )と『 性 の 歴史 I  知へ の 意志』( 1 9 7 6 )を 権力の試 みを 中 期 と
位 置 づけ、『性 の歴 史 I I  快 楽の 活用 』( 1 9 8 4 )および『 性 の 歴史 I I I  自己 へ の
配 慮』( 1 9 8 4 )の主体性に つ い ての 考察 は後 期 に 分類 され る。そ して 、前 期 、
中 期 、後 期の 関係 は断 絶が 強調 され てき た。 また 、 考 古学 と系 譜学 と い う
方 法 論の 転換 も断 絶説 を強 調す るこ とと なっ た。 そ れ ゆえ 、そ れぞ れ の 時
期 の フー コー につ いて の研 究は 多く ある のだ が、 統一 的な 視座 の下 で フ ー
コ ー の試 みを 探求 する もの はほ とん どな い。 それ に 対 し、 本研 究は フ ー コ
ー の 試み をカ ント 的な 意味 での 「批 判」 とい う観 点か ら明 らか にし た 。
序章 にお いて 、 フ ーコ ーの カン ト 論 「啓 蒙と は何 か 」 につ いて 論じ 、 フ
ー コ ーが 自ら の試 みを「 批 判 」の 歴史 化と 位置 付け てい るこ とを 確認 し た 。
ま た 、フ ーコ ーが 「生 命― ―経 験と 科学 」に おい て展 開し てい るエ ピ ス テ
モ ロ ジ ー (フ ラ ン ス 科 学 認 識 論 )に 着 目 し 、 彼 ら は フ ー コ ー に 先 立 っ て 批 判
の 歴 史化 とい う試 みを 行っ てい るこ とを 明ら かに し た 。つ まり 、批 判 の 歴
史 化 とい う試 みは フー コー に独 創的 なも ので はな く、 フラ ンス の哲 学 の 伝
統 な ので ある 。し かし 、エ ピス テモ ロジ ーの 探求 は科 学を 通し た歴 史 的 批
判 で ある のに 対し 、フ ーコ ーの 試み は言 説に つい ての 批判 であ り、 両 者 は
重 な りつ つず れて いる のだ 。
第一 章に おい て 、 1 9 6 1 年のフー コー の 博士 副論 文『カ ント の 人 間学 』を
詳 細 に解 釈し た。 フー コー はこ の著 作の なか で『 人 間 学』 に焦 点を 当 て 、
『 人 間学 』の なか に 第一 批判 の構 造が 反復 され てい るこ とを 見 出 して いた 。
そ し て、『 人間 学』に お いて は言 語に 特 権 的な 地位 が付 与 さ れて おり 、カ ン
ト は 言語 を通 して 経験 的綜 合の 形式 を探 求し てい ると フー コー が解 釈 し て
い る こと を明 らか にし た。 した がっ て、 フー コー は言 説を 通し た批 判 の 可
能 性を 1 9 6 1 年のカ ント 解釈 の中 で見 出し て い たの であ る。
第二 章で は『 臨 床 医学 の誕 生』 を 取 り上 げ、 フー コ ー の批 判は 批判 の 歴
史 化 と言 語を 通し た批 判の 総合 、すな わち 言 説 的 -歴 史 的 批判 であ るこ と を
明 ら かに した 。フ ーコ ーは 『臨 床医 学の 誕生 』を 通し て批 判の 三項 構 造 を
2探 求 し て いる とい うこ とを 論じ た。
第三 章で は『 言 葉 と物 』の 第一 部 を 取り 上げ た。 こ こ では 、フ ーコ ー の
文 学 論に 着目 し、「 フィ クシ オン 」と は 批判 の認 識論 の 構 造で ある こと を 明
ら か にし た。 フィ クシ オン とい う概 念を 導入 する こと によ って フー コ ー は
言 説 の内 部に 感性 の機 能を 見出 すこ とが でき たの であ る。 これ らの 解 釈 を
通 し て、 フー コー の試 みは あた かも 言説 一元 論か のよ うに 映る が、 そ こ に
は 批 判の 三項 構造 があ るこ とを 明ら かに する こと がで きた 。
第四 章で は『 言 葉 とも の』 の第 二 部 の「 人間 」の 解 釈 およ び『 知の 考 古
学 』を 中心 に 考古 学 とは いか なる もの なの かを 明ら かに した。本研 究 では 、
『 カ ント の人 間学 』に おけ るカ ント 哲学 とカ ント と同 時代 の人 間学 者 の 論
述 に 着目 し、 そこ から 『言 葉と 物』 の「 人間 」の 議論 を考 察し た。 従 来 の
カ ン ト解 釈で はフ ーコ ーは 近代 を「 人間 学的 眠り 」に 誘っ た主 犯と し て カ
ン ト を断 罪し たと され てき たが 、『 カ ント の人 間学 』に お ける フー コー の 議
論 か ら考 察し た結 果、 フー コー はむ しろ カン トに 忠実 であ った から こ そ 、
近 代 を批 判し たと いう こと が明 らか とな った 。ま た 、 第四 章で は『 言 葉 と
物 』 の第 十章 にお いて 論じ られ る構 造主 義、 精神 分析 の試 みを カン ト の 批
判 と 対比 して その 特徴 を明 らか にす るこ とで、「 人 間 」とそ れら の思 考 の 差
異 を 考察 し、そ の 観 点か ら、「 考古 学」とは いか なる 思 考 であ るの かを 論じ
た 。 これ まで の議 論か ら考 古学 とは 認識 論で あり 、そ れは カン トの 批 判 の
構 造 をモ デル とし た探 求で ある こと を明 らか とな った 。
第五 章で は『 監 獄 の誕 生』 を中 心 に フー コー の権 力 論 を考 察し た。 フ ー
コ ー は戦 略と 戦術 とい う観 点か ら権 力論 を考 察し てお り、 それ を権 力 の 技
術 論 と呼 んで いる 。本 研究 では 、フ ーコ ーに おけ る技 術の 位置 づけ は バ シ
ュ ラ ール の科 学哲 学に おけ る技 術論 とア ナロ ジー の関 係に ある ので は な い
か と いう 仮説 を立 て、 その 視点 から フー コー の権 力論 を解 釈し た。 そ の 結
果 、 フー コー が権 力論 にお いて 探求 して いた のは 客体 の生 成プ ロセ ス で あ
る こ とを 明ら かに した 。ま た、 フー コー は権 力論 に お いて 真理 と権 力 の 関
係 を 論じ てお り、こ の こ とを 戦略 -戦 術 の観 点か ら 考 察し た。そ の 結 果、真
理 が 戦略 の次 元に 属し 、知 が戦 術の 次元 に属 して いる とい うこ とが 明 ら か
と な った 。ま た 、 戦 略 -戦 術 の 観 点か ら (真理 -知 )、『 監 獄 の誕 生』 の認 識 論
3を 考 察 す るこ とで 、『監 獄 の誕 生 』は 客 体に つい ての 真 理 の生 成プ ロセ ス の
探 求 であ るこ とが 明ら かと なっ た。 以上 の考 察の 結果 、考 古学 から 系 譜 学
へ の 移行 は客 体の 経験 的綜 合の 形式 の探 求か ら客 体 が 生産 され るプ ロ セ ス
の 探 求へ の移 行で ある と結 論づ ける こと がで きた 。
